
６月３０日（金）色決め・道徳・測定 

運動会に向けての、色決め抽選会が行われました。会場

は第二音楽室、オンラインで各教室に中継されました。計

画委員会の６年生が軽快に進行し、場を盛り上げてくれ

ました。扇小は開校以来「白（はく）緑（りょく）」を伝

統としています。そんな話も披露してくれました。最後に

引いた６年生は「白でがんばる」「白じゃなかったけどが

んばる」「６年生だからがんばる」「毎年白が負けているけ

ど、今年は勝つ」と抱負を語ってくれました。 

道徳の授業でとても素敵な場面がありました。先生が

教材を読みます。子供たちもその中に入り込んでいくの

が見ていて分かりました。先生が範読を止め「一回ここで

やめます」と言うと、子供たちから「えーっ」というがっ

かりした声が上がりました。それくらい話に引き込まれ、

自分事として教材に向かっていたのだと感じました。当

然、この後の授業でも活発な意見が出ました。 

２年生の算数で、ものさしを使わずに長さを調べる活

動がありました。10cm に指を広げ、その指幅が何個分か

で予測するのです。机の横の長さを測る活動では、多くの

子が 60cm と予測しました。実際にものさしで測ると約

60cm、驚きました。量感も高まっているのでしょう。体の

一部を使っての量の見積もり、生活のいろんな場面で行

ってもらいたいです。 

 

６月２９日（木）夢・努力・履き物 

５年生の道徳では、将来の夢を語り合う場面がありま

した。バーテンダー、保育士、ＴＶ番組の作製、ＮＢＡ、

美容師、警察官、料理人、科学者、と発表は続きます。私

が期待している夢は発表されません。その３人後、ついに

出ました。「小学校の先生」。担任も「ありがとう」「よろ

しくお願いします」と応えていました。「学校の先生はい

いぞ！感動があって、やりがいがあって、仲間もたくさん



いるし」と心の中で叫んでいました。 

１年生の道徳の授業では、「今がんばっていること」を

発表しました。算数、国語、テスト、計算、ひらがな、プ

ール、図工などの発表が続いた後に、ノートに書く時間と

なりました。ノートを覗くと、「ばくてん」「とうばんのし

ごと」など勉強とは違うことでがんばっている子がいる

ことを知りました。その中に「にがてなものをたべる」と

書いていた子がいました。聞いてみると「もやしがきらい

だけど、がんばって食べている」と教えてくれました。 

右の写真は、休み時間のトイレです。サンダルがきれい

にそろっています。場所は、３年生の廊下。靴や上履き、

サンダルのそろい方と集団の落ち着きはほぼ比例してい

ます。落ち着いていると履き物をそろえることなど何で

もないからです。逆に落ち着きがないときには、そろえる

ことすら忘れてしまいます。この時間の３年生は、どのク

ラスでも落ち着いて学習に取り組んでいました。 

 

６月２８日（水）名札・延期・虹 

講話朝会。校長と安全担当から話がありました。朝会で

集まった子には必ず聞いてきたことがあります。「名札は

つけているか」。前回、前々回は１０人を越える子がつけ

忘れていました。どこかになくしてしまった子もいまし

た。本日は、２つの学年がパーフェクト。体育館を後にす

る２年生数人が嬉しそうに話しかけてきました。「２年生、

全員名札着けてたよ！」。成功体験が意欲につながること

が多いので、価値づけていきたいです。 

本日は「全校鬼ごっこ」が予定されていました。運動委

員会が企画してくれたものです。しかし熱中症指数が危

険値だったことから中止。この放送がしっかり届かずに、

集合場所であるジャングルジムには多くの子が集まって

いました。楽しみにしていたようです。「延期」の放送が

再度流れると、鬼ごっこさながらの走りで、扇っ子は教室

へと戻っていきました。 



１年生が道徳で「虹を見た経験」を伝え合っていました。

「誰とどこで見たか」を友達に伝え、友達から聞いていま

す。私も中に入って話を聞かせてもらいました。一番多か

ったワードは「ママと」です。場所を覚えていない子も、

ママと見たことは覚えている、新しい発見でした。場所よ

りも一緒にいた人の方が記憶に残りやすいのかもしれま

せん。 

 

６月２７日（火）朝顔・親切・目標 

昨日は気づかなかったのですが、アサガオの花が咲い

ていました。１つや２つではありません。たくさん咲いて

います。1年生のある子に「良かったね。咲いたね」と声

をかけると「わたしのはまだ」と返ってきました。咲いて

いる子を探して声をかけると「３つも咲いた。見て見て、

ここにもあるよ」と、嬉しそうにたくさん自慢してくれま

した。話に花が咲きました。 

５年生が道徳で「親切」について学習していました。「親

切な人とはどんな人か」と問われると、子供たちから次の

ような意見が出ました。「譲ってくれる人」「みんなのこと

を考えられる人」「人を手伝う人」「人のことを考える人」

「誰にでも平等な人」。教材、話し合いを通してこの考え

が高まることになります。 

２年生が学級活動を行っていました。学期末に行うお

楽しみ会の内容を決めているようです。「目隠し○○」を

やるかどうか、賛否の意見が出ました。「楽しそう」「やり

たい」という意見に反して「危ないから反対」という発表

がありました。そして「このレクは、目標に向かっていな

いからやらない方がいい」という意見を言う子がいまし

た。目標とは「学級目標」のことのようです。楽しいかど

うかだけでない判断基準を２年生が持つようになってい

ること、嬉しく思いました。 

 



６月２６日（月）席替え・太鼓・目標 

あるクラスに転入生が入りました。それに伴って席替

えをしました。転入生の隣になった子が優しく話しかけ

ていたので、「○○さん、優しいね」と声をかけると、反

対側の隣の子から「校長先生、私の方が先に話しかけたん

です」と、少し強めに言われてしまいました。いずれにし

ても、優しい子に挟まれて転入生はすぐにクラスに慣れ

そうです。 

６年生の音楽では合奏をしていました。楽器を持って

いたのは子供たちだけではありません。もちろん指導し

ている先生はピアノの前にいます。それに加えて、ドラム

の前にいるのは担任です。いい場面に立ち会いました。い

つも以上に子供たちが張り切って演奏していたように見

えました、聞こえました。ドラムからも合奏を鼓舞する声

が飛び、さらに練習は続いていきました。 

２年生の道徳で、授業の終盤に「どんな２年生になりた

いか」の発表が続いていました。「友達を助ける２年生に

なりたい」「かっこいいと思ってもらえる２年生になりた

い」「やればできる２年生になりたい」「困っている人を助

けて、いい学校にしたい」などなど、いろんな意見が出ま

した。この時間までにじっくり深く考えた授業だったこ

とが分かります。 

 

 

６月２５日（日）七夕 

出先でたくさんの七夕・願い事を見ました。そんな季節

になってきました。昨年度までこのような願い事には必

ず「コロナがおさまりますように」という札がありました。

今年はまで見ていません。もう願う必要がなくなったの

でしょうか。まだまだ油断はできません。 

 

 



６月２４日（土）しおり 

６年生の修学旅行のしおりを見ています。「振り返って」

の記述と俳句を見ています。そして俳句については、私の

規準で賞をつけさせてもらいました。最優秀賞は、 

森林の 歌声ひびく 音色かな 

にしました。ハイキング中に聞こえる自然の音、そして楽

しさから出てくる子供たちの声、それが響いて素敵な音

色に聞こえたと想像したからです。 

 

６月２３日（金）お祝い・歌詞・紹介 

朝の会の時間、拍手が聞こえてきました。教室に入ると、

先生が黒板を指さしています。札がすべて表になって、1

つの絵が完成したようです。「全員で何かができた」こと

をみんなで喜び合っているようです。「成果は視覚化でき

る」「視覚化できない成果はない」と私は考えています。

職員にも伝えているので、このように分かりやすいメッ

セージはすばらしいと思いました。 

３年生の音楽、みんな張り切って歌っています。次の音

楽朝会では主役になるようです。歌詞が黒板に書かれて

いて、それを見て元気に合唱しています。先生が数枚の紙

を貼り、歌詞の何カ所かを隠しました。「これで歌える？」

と問いかけると「大丈夫！」「楽勝！」という声が返って

きました。中には「えっ、みんな黒板見て歌っていたの？」

などと涼しい顔でとぼけている子もいます。さて、歌詞が

隠されて、元気な声はどうなったでしょうか。 

２年生の国語では「スイミーを家の人に紹介する文を

作ろう」という課題が出ていました。とても魅力的な課題

だと思いました。家の人に見てもらう、聴いてもらうわけ

ですから、子供たちが張り切ります。何人かの作文を見せ

てもらいましたが、よく分かる文章でした。「スイミーと

は・・・な魚です。そして、最後には・・・となる話です。」

それを友達にも聞いてもらって、アドバイスをもらって



いる子もいました。 

 

６月２２日（木）元気・絵・小中 

昨日修学旅行から帰ってきた６年生。疲れが出て欠席

が多いかと思っていたのですが、全くその心配は当ては

まりませんでした。いつものように元気に登校してきて、

いつものようにあいさつ運動が行われていました。何人

かに「疲れてませんか」と声をかけましたが、「元気です」

と返ってきました。嬉しいです。 

４年生の子が絵を見せてくれました。「いいね！」と声

をかけると、気に入っているところを説明してくれまし

た。「赤が元気で気に入った」と伝えると、その子は他の

子の絵も紹介してくれました。「○○さんの絵も、赤があ

ったよ」「○○さんの絵も、赤で○○が描いてあった」な

どなど。その絵をわざわざ持ってきてくれました。自慢だ

けに止まらないこの子の感性に、感激しました。 

午後、小中連絡会がありました。向原中の授業を参観し、

情報交換及び協議を行いました。私は１１年前、教頭とし

てこの会に参加したことを思い出しました。小中の先生

方の表情の明るさ、生徒が学習に向かっている表情が大

きく違うことを、あいさつで話しました。９年間で子供を

育てる小中一貫教育。真剣に、楽しそうに学習している向

原中学校の生徒の姿を見て、とても嬉しくなりました。 

 

６月２１日（水）修学旅行二日目 

２日目。一番私が子供を観察する時間です。子 

供たちの食欲が気になるのです。はしが止まって 

いる子がいると「大丈夫？」とつい声をかけてし 

まいます。「２時間しか寝てない」「ずっと起きてた」 

の寝てない自慢をたくさん聞かされましたが、皆 

元気に朝食をとりました。 

楽しい思い出が詰まったホテルを出発。日光彫 



り・東照宮にバスは向かいます。途中で通るいろ 

は坂で、２つの驚きが有りました。尊敬の念を抱 

きました。まずは運転手さんのテクニック。そし 

て、この状況で熟睡できる子の精神力。 

 日光彫りは、想像以上にスムーズな活動ぶりで 

した。性格も出ます。粘り強く取り組む子、こだわ 

る子、淡泊な子、「思い出なのだ」と割り切ってい 

る子。ここでも 1 つ感動が、裏に父親の名前を彫っ 

ている子がいました。プレゼントするそうです。 

 東照宮、昼食、買い物。ほぼ日程通りに修学旅行 

が進みました。子供たちの感想で一番嬉しかったの 

は「鳴き龍のところで、扇小は黙って聴いていた」 

という情報です。 

保護者の皆様や職員の思いは通じたようで、とっても

すばらしい２日間になりました。ありがとうございまし

た。 

 

６月２０日（火）修学旅行初日 

小学校生活最大のイベント、修学旅行。最高の 

天気の下でいってくることができました。 

バスが高速に乗る前からバスの中は大盛り上が 

り。ガイドさんの話もしっかり聴いて、予定通り 

に華厳の滝に到着しました。滝の迫力に驚く子が 

多い中「もっと高いと思っていた」と言う子もい 

ました。しかし目の前に落ちる水の量に、しばし 

子供たちの視線は集まっていました。 

 三本松での昼食、戦場ヶ原のハイキングと予想 

以上に人が少なくて快適に活動できました。 

 ホテルに着くと、庭でシカが出迎えてくれて、 

子供たちを喜ばせてくれました。入浴、買い物、 

夕食、部屋での時間・・・。しおりに書いてある 

時刻通りに消灯しました。しおりには「おやすみ 

なさい」と書いてありましたが、その通りに就寝 



した子はそれほど多くなかったことを、翌朝知る 

ことになります 

 

６月１９日（月）誕生日・ラン・リンク 

２年生の道徳で誕生日について話し合いがありました。

先生が「誕生日にはどんなことをしていますか？」と問う

と、「ケーキを食べる」「プレゼントをもらえる」「ご飯を

食べに行く」などの発表がありました。続けて「誕生日っ

て、何のためにあるの？」と聞くと、少し子供たちが考え

込みました。「生まれた日を祝う日」「大きくなったお祝い」

「年を愛でる」などの意見が出ました。 

新体力テスト、１年生が実施しました。６年生も補助を

してくれました。シャトルランでは、何人かが伴走役を買

って出てくれました。この子たちは、最後までいっしょに

走ることになります。どのクラスでも４０回を超える記

録が出るので、伴走者も大仕事です。最高で５６回の記録

が出ましたが、この時はさすがに伴走の６年生も疲れた

ようでした。 

１年生がタブレットで観察記録を作り、それを共有す

る活動をしていました。今の子はＰＣでの操作をすぐに

覚えます。オクリンク上に自分の記録を送れば、全員に見

てもらうことができます。全員の記録を見ることもでき

ます。ノートと違って写真を貼り付けたり絵を貼り付け

たりすることもできます。鉛筆・消しゴムを使わずに、カ

ードを完成させることができます。１年生の学習もここ

まで進んで来ました。 

 

６月１８日（土）憧れを超えた侍 

観たかった映画、空席もないような状況でやっと観る

ことができました。結果が分かっているのになぜこんな

に感動するのか、映画館を出てから考えてしまいました。

プロ中のプロが少年のように本気で戦っている姿、指揮



官の言葉、選手への信頼などなど。勉強にもなりました。 

 

６月１７日（土）父の日 

暑い日。学校を後にするときに、サッカーの子と会いま

した。お母さんに聞くと「12 時半から練習していた」と

のこと。その子の汗の量、顔の色に納得しました。 

明日が父の日なので、施設にいる父に会いにいきまし

た。プレゼントとは別に作ったメガネを持っていきまし

た。９０を過ぎた父は今でも読書欲が旺盛で、そのための

メガネが必要になったのです。見習いたいです。 

 

６月１６日（金）箱・指示・お別れ 

１年生が「うきうきボックス」なる作品を作っていまし

た。数人に声をかけると、それ以上の人数の子が作品を持

って見せてくれました。中には、完成して展示してある作

品を紹介してくれた子もいます。私の声かけが物欲しげ

に聞こえてしまったのでしょうか、ある子が廊下に出た

私を追いかけてきました。「校長先生、これあげる」。 

６年生の国語。課題解決に向けた学び合いが行われて

いました。活気あふれる学びです。ある子が突然「おい注

目しよう！」と声を上げました。テレビ画面には「ちょっ

と注目してください」との文字が映し出されました。子供

たちが画面に注目すると「①と②は・・・・」というヒン

トのようなメッセージが出ました。教師が大声や長い説

明をしなくとも子供たちが学ぶ、自走する。素敵な空間だ

と感じました。 

昼休みの職員室に、温かい歓声が届きました。すぐに見

に行くと、ある先生を６年生が取り囲んでいます。拍手を

したり、笑い声が起こったりしています。今日でしばらく

会えなくなる先生とのお別れをしに来たようです。廊下

に集まるところを見ると、自然にこの形になったことが

予想されます。子供たちの温かい心に触れたようで、目頭



が熱くなりました。もちろん、囲まれた先生の目にも・・・。 

 

６月１５日（木）遠足・習字・キャラ 

１年生が遠足に行きました。出発の時には、６年生や４

年生の子が窓から「いってらっしゃい」と手を振ってくれ

ました。体育をやっていた子たちも近くまで来て「いって

らっしゃい」と手を振っていました。１年生もいつまでも

２階や３階の教室に向かって、体育をしていた子に向か

って手を振っていました。帰ってきた１年生に聞いてみ

ると、楽しい遠足になったようです。 

３，４年生の習字の時間、ボランティアの方が指導に入

ってくださいました。習字のサークル活動をしている方

で、お願いをしてあったのです。本日は２人が来て下さい

ました。３，４年生は字の書き方以外にも準備や片付けの

指導が必要なので、本当に助かります。子供たちもいつも

以上に張り切って取り組んでいました。人が多ければ、評

価してもらえる回数も増えます。がんばっている子への

賞賛の声も増えたと思います。 

あるクラスの学級活動で、クラスのキャラクターを決

めていました。８つほどの候補が黒板に貼ってあり、それ

についての意見を出し合っているのを見ました。反対意

見としては「Ａは、何か分からない」「Ｂは、○○と似て

いる」「Ｃは、給食のことになってしまう」など。賛成意

見としては、「Ｄは、笑顔があっていい」「Ｅは、おもしろ

い！」などなど。どれに決まったのか、また取材に行って

みます。 

 

６月１４日（水）おはよ・写真・保幼小 

音楽朝会では「おはよ！」という曲を歌いました。4年

生以下が体育館に集まり、高学年は教室でオンライン参

加です。１年生がこの歌の紹介をしてくれました。「私が

おはようというと、たくさんの人がおはようと言ってく



れます」「おはようは、僕の大好きな言葉です」。１年生が

最初に歌ってくれた後、４年生が感想を言ってくれまし

た。「大きな声でハキハキした歌だった」「元気で素敵な歌

声でした。４年生も負けずに歌いたいです」。４年生以下

の合唱は、正に「素敵な」歌声となりました。 

１年生の教室に行くと、ある子がタブレットで自分が

撮った写真を見せてくれました。アジサイです。「いい写

真だね」と褒めると、次々にタブレットを持った子がやっ

てきました。写真を見せてくれたのです。GIGA スクール

構想による新しい学び、新しい自慢の仕方です。どれも素

敵な写真でした。中には３０枚近くの写真を見せようと

してくれた子もいました。 

 保幼少連絡会を行いました。近隣の幼稚園・保育園の方

に１年生の様子を見ていただき、児童の状況等の情報交

換を行いました。幼稚園・保育園の方々は１年生以外の子

にも関心を向けてくださいました。「○○さん、大きくな

った！」など。廊下でも５年生の子に話しかけている方も

いました。「私のこと覚えてる？ ○○さんだよね」。先生

方のあふれる愛情を感じました。 

 

６月１３日（火）端末・クリーン・ゲーム 

保護者の方より「タブレットで YouTube ばかり見てい

る。設定を変えているようだ」というご指摘をいただきま

した。これを受け、学年ごとにタブレットの履歴等を点検

していくこととしました。設定やパスワードの変更、履歴

の削除、新たなアプリインストール等々があったので、学

年で指導をすることとしました。学習に使う道具という

ことを再確認してもらいました。 

 ４年生がクリーンセンターに行って学習しました。ゴ

ミの処理について、ゴミを減らす工夫についてなどを学

習してきました。「電池を捨てられると困る」と職員の方

が話していました。電池が捨てられた後の姿も見せてく

れました。「家の人に言っておいてほしい」と強調してい



ました。「ゴミを処理するためのお金を減らして、皆さん

の学校の施設をよくすることに使ってほしい」という言

葉が、最も心に残りました。 

学級の時間にとても楽しいゲームをしているクラスが

ありました。テレビ画面に映った様子と、現在の様子、そ

の違いを見つけるというゲームです。同じ位置に同じ子

が座っています。同じポーズです。私も真剣に見回しまし

たが分かりません。答えの一つが「名札の位置を左にした」

ということ。なかなか面白いゲーム、楽しい時間の過ごし

方だと感心してしまいました。 

 

６月１２日（月）曜日・上体・相撲 

４年生の英語。好きな曜日を友達に話していました。も

ちろん英語です。ある子は「木曜日、理由は友達に会える

から」。ある子は「日曜日、サックスの練習がある日だか

ら」。ある子は「月曜日、買い物に行く日だから」。これを

英語で話していました。好きな曜日にも興味があります

が、この英語表現にも感心してしまいました。（ここでは

日本語で失礼します） 

１年生が体育で新体力テストの練習をしていました。

上体起こしをしていましたが、なかなか難しいのです。一

人が足をおさえないといけません。それがちゃんとでき

たので、上体を起こしては寝る、起こしては寝るを繰り返

しました。この回数が上体起こしのポイントになります。

先生からは「頭を打つからゆっくり寝るように」と指示が

出ていました。ゴツンの音はしませんでした。家で練習し

てきたようです。「８４回できた」ものすごい記録の報告

をしてもらいました。 

わんぱく相撲で獲得した賞状（コピー）を参加者に配布

するため、集まってもらいました。感想も発表してもらい

ました。「最後負けたけど、決勝トーナメントにいけて良

かった」「負けて悔しかった」「あと一回勝てば１位だった

のに、すごい子と対戦した」「いろんな人と会って楽しか



った」「ケガなく楽しくできたのでよかった」。会場を後に

する４年生からは「来年も絶対出て、優勝します」との力

強い言葉がありました。 

 

６月１１日（日）わんぱく相撲 

第 29回わんぱく相撲入間大会が行われました。会場に

集まって、これだけの参加力士が勝負するのは３年ぶり

です。私も久しぶりにわんぱく相撲を観戦できて、とても

感激しました。勝った、負けたで一喜一憂する子供たちや、

友達を応援する熱い声、保護者の皆様の温かい声援など

などを体感できて楽しかったです。扇小は大健闘。総合３

位と技能賞を獲得しました。 

 

６月１０日（土）アジサイ。日常 

午前中出勤、事情があって電車で来ました。退庁後は入

間市駅まで歩きました。普段、自家用車で通ってる場所で

も歩いてみると新たな発見があることに気づきました。

その一つが本校のアジサイ。こんなに色とりどりだった

とは知りませんでした。 

久しぶりにある場所にいきましたが、日常が戻ってき

ていることを実感しました。感染防止には引き続き気を

つけなければなりませんが、久しぶりに興奮を共有した

気がしました。 

６月 ９日（金）読み聞かせ・見てた・硬筆 

本日、読み聞かせがありました。私は読み聞かせの場を

覗くがとっても好きです。なぜなら楽しそうな子供の表

情をたくさん見ることができるからです。２年生、３年生

の教室に行きましたが、どこへ行っても目をキラキラさ

えて聞いている子ばかりでした。本好きの子が増えてく

れることを望んでいますが、それより「今の幸せ」をプレ

ゼントしてくれるのが読み聞かせだと思います。 



１年生の算数です。先生が６個のブロックを黒板に貼

りました。「いくつか隠すから」と言って、２つをとって

しまいました。「いくつ隠したでしょうか？」と聞くと、

「２」「２つ」「２こ」と元気な声が上がりました。「だっ

てボク、見てたもん」とある子が得意げに話すと、「見て

なくたって分かるじゃん」ともっと得意げに声を出した

子がいます。この後の勉強に続く、いい場面でした。 

３年生の教室では硬筆作品に取り組んでいました。ち

ょうど先生が「一枚提出してください」と言った所でした。

私に気づいた数名が「校長先生選んで」と懇願に来ました。

本校では「作品は自分で選ぶ」決まりになっています。自

走する子を育てるためです。私は「自分で選ぶんだよ」「○

○の字でうまい方を選んでみたら」とヒントは出しまし

た。自分で決めた作品ならば、後悔もないはずです。 

 

６月 ８日（木）朝会・見通し・激励 

開校記念日。朝会にてそれを祝う講話をしました。体育

館には１年～４年。５，６年は教室で担任から話を聴きま

した。昭和５０年に豊岡小から分かれてできたこと。６月

８日になった理由。子供の数の変化などを話しました。そ

して、４９年間変わらないものの一つ「校歌」の歌詞を大

事にしようという話をしました。扇小学校は「張り切って、

負けずに、肩組んで勉強する学校」だということです。 

３年生の図工で、作成途中の作品が紹介されていまし

た.先生から「この後、どうするのですか？」と聞かれた

子が今後の見通しを話すと、他の子も楽しそうに聞いて

いました。個人的に私に教えてくれた子もいます。完成さ

れた絵について語るのも大事ですが「これからこんな絵

に仕上げていきます」という話もとっても大事。そして楽

しいと感じました。 

 わんぱく相撲入間大会に出場する子を集めて、激励会

を行いました。完全実施は３年ぶりです。出場する６年生

に聞いてみると１年生での記憶ははっきりあるそうです。



４年生以下は、ほとんど初出場です。参加する子にめあて

を選択肢で聞いてみました。「勝ちたい」「全力を出したい」

「楽しみたい」どれですか、と。全部に手を挙げる子が、

ほとんどでした。私としてはケガなく素敵な思い出にし

てもらいたいという話をしました。 

 

６月 ７日（水）委員会・適用・会議 

児童朝会が新しい形で行われました。委員長が作成し

た紹介動画を、低学年の教室ではみんなで一緒に見まし

た。高学年では、各自のタブレットで見ました。自分のペ

ースで見てもらいたいからです。早送りしてみた子もい

たようですが、興味があるところを何度も見た子もいま

す。「自走する子を育てる」ことが今年の扇小のミッショ

ン、新しい形を作っていきたいです。 

１年生が算数で適用問題のプリントに取り組んでいま

した。数枚あるようで、合格するたびに自分のネームプレ

ートを移動していました。１年生でも、答えを見て自分で

○をつけたり、友達に聞いてなおしたりできるようにな

っています。数の勉強や計算の勉強だけでなく、勉強を進

める勉強もしているのです。 

入間市子供未来会議が行われました。市内小学生代表

と教育長さんがオンラインでつながり会議を行ったので

す。教育長さんからいくつかの質問があり、参加した子は

「○」と「×」で自分の考えを表明します。この日、唯一

２人の考えが分かれた質問は「将来も入間市に住みたい

か」でした。他校で「×」を出した子は「将来は海外で生

活したいと思っている」と話してくれました。この質問、

６年生全員に聞いてみたいです。 

 

６月 ６日（火）探検・説明・糸 

１，２年生合同の学校探検。たくさんの子が校長室にや

ってきました。感想を聞くと多くの子が「広ーい」と言い



ます。おそらく想像していたよりも広いという意味でし

ょう。「きれい」「楽しい」「たくさん物がある」「きれいな

置物がある」などなど、しっかり感想を言って退室してく

れました。 

３年生の算数。０～９の数字を一度ずつ使って、答えが

９０００になる計算を作ろうという課題です。計算式は

いくつかできたのですが、その理由を説明するのは難し

い活動となります。一の位は１０にするので・・・・、十

の位は９にしておかないと・・・百の位はたして８になる

ようにしておけば・・・。３年生でも論理的にしっかり説

明できる子はいるものです。 

５年生の家庭科では、裁縫の学習をしていました。この

日の活動のめあては「針に糸を通す」ことのようです。「通

った！」と喜んでいるこの近くに行くと、実は通ってなか

ったり、糸通しの使い方で悩んでいたり、とても興味深い

姿をたくさん見ました。できる子にとってはとっても簡

単なことのようです。体験、経験が重要なことが、このよ

うな学習でよく分かります。 

 

６月 ５日（月）リコーダー・探検・ビニル 

ある学年の音楽でリコーダーのテスト（と思われる）を

していました。２人ずつ指定された曲を吹いています。演

奏に対する先生の評価が素敵だったので、すぐにメモを

とりました。「○○さんは、いい人です。相手を思いやっ

て吹いています」「○○さん、最後まで粘り強く吹いてす

ばらしい。最後までやり遂げました」。うまい下手よりも

どんなにか子供が喜んだことか。 

２年生が学校探検を明日に控えて、とても楽しそうに

活動していました。計画を確認しているのです。誰と行く

か（１年生とグループを作ります）。どこに行くか。「どこ

に行くのが楽しみか」を尋ねると、「家庭科室」「理科室」

「音楽室」「校長室」などの答えが返ってきました。この

ときの人気Ｎｏ,１は体育館でした。 



３年生の社会でビニルハウスが登場しました。何のた

めにこれがあるのか、子供たちが意見を言い合っていま

した。虫が入らないため、カラスから守るため、大事にし

たいから、温度を高くしておくため。このビニルハウスを

見てすぐに「イチゴを育てている」と言った子がいます。

体験がこの子にこの発言をさせたのでしょう。 

 

 

６月 ４日（日）言葉 

近くを散歩しているときれいなアジサイが咲いていま

した。足を止めて少し見て、写真など撮っているとその後

ろから親子が歩いてきました。お母さんと３歳くらいの

男の子です。歩道なので、その親子が歩きやすいようによ

けているとその親子も立ち止まりました。お母さんが子

供に「きれいなアジサイだね」と優しい声で話しているの

です。この子は幸せです。どんな高価なゲームを買っても

らうより、このような母親の一言が子供の人生を幸せに

するのだと思いました。 

 

６月 ３日（土）研修会 

コロナ前は毎月、埼玉大学附属小学校に集まっての研

修会がありました。コロナ禍は、中止となり、オンライン

で再開でした。それが、対面式で久しぶりの実施。懇親会

もあるので、電車で会場まで行きました。浦和駅から附属

小学校に歩きながら懐かしい気持ちと幸せな気持ちにな

りました。 

 

６月 ２日（金）投力・粘土・月 

昨日に引き続いて、ベースボールチャレンジ事業があ

りましたが本日はあいにくの雨。体育館で実施してもら

いました。主に投力を高める運動を紹介していただき、楽



しく活動できました。「大きな声を出すと力が入るので、

遠くまで投げられる」「大声は何でもいい、好きな人の名

前でもいい」、そんな話もありました。今年の新体力テス

ト、ボール投げ、楽しみです。 

図工で粘土の作品作りに取り組んでいた４年生にいろ

いろ聞いてみました。「何を作るの？」「今、何作っている

の？」「何が完成するの？」「調子はどう？」、だいたいこ

んなことしか聞きません。ある子が素敵な作品紹介をし

てくれました。「これは動物山です。山はウサギやいろん

な動物で作られているのです」。発想が天晴れ！です。 

タブレットで絵を作っていた１年生には「何を書いて

いるの？」と聞いてみました。ドラえもん、怪獣、犬、ア

ニメのキャラなどなどの答えの中に、飛び抜けて素敵な

回答がありました。それは「月に乗っている○○ちゃん」。

○○ちゃんは、近くに座っていた友達です。顔も似ていま

す。先生は何を書いてもいいと言ったようですが、月と友

達、その組み合わせ。これも天晴れ！です。 

 

６月 １日（木）ベースボール・歌・硬筆 

ベースボールチャレンジ事業、西武ライオンズＯＢの

方が４年生に野球の楽しさを教えに来てくれました。そ

の一人、石井丈裕氏は私とほぼ同年代。ドンピシャ・ヒー

ローです。氏が日本シリーズで大車輪の活躍をしたのを

ＴＶで見て感動したのを覚えているほど。西武黄金時代

を支えた大エースです。所用もあり、授業の様子はあまり

見られませんでしたが、石井投手に出会えただけで舞い

上がってしまいました。 

 １年生の音楽で、歌とリズムを分担する場面がありま

した。４人組、２人が歌、１人がすず、１人がカスタネッ

ト。思った以上に分担はすぐに決まりました。「カスタネ

ットじゃなきゃやだ！」などとごねる子がいないからで

す。歌も楽器もどちらも楽しいと感じている子が多いか

らでしょう。実際の演奏、とてもかわいかったです。 



どの学年も硬筆の練習が始まりました。学校だけでな

く、家でも猛練習している子がいると聞いています。さす

がにこの時間は、静寂な空気が教室を支配します。お手本

を見つめ、自分の字を見つめ、鉛筆をゆっくり重く紙上を

這わせます。どんないい作品が仕上がるか、どれくらい上

手になるか、そしてどれくらい集中力が高まったか、成長

を期待してもらいたいです。  

 


